
 

１．エコープラザ（啓発施設）のあり方にかかる勉強会 

○ 資源再生センターの廃止（空き缶処理の停止）に伴い、エコープラザの機能が変化 

○ エコープラザの現状や社会情勢の変化などを踏まえながら、施設の継続・廃止のあらゆる

選択肢を含めて、今後のあり方について率直な意見を聴取（令和５年２月17日、４月25日の２回開催） 

 

２．施設の現状 

○ 空き缶処理設備の老朽化が進行しているため、令和６年度以降は民間委託にて処理 

空き缶処理停止に伴い、エコープラザの啓発機能が低下（施設見学の停止） 

○ エコープラザについても、平成８年度の開設から 27年が経過し、老朽化が進行 

  雨漏りや空調設備の不調が生じており、継続利用には大規模な修繕が必要 

○ 敷地約 20,000㎡（隣接する東処理センター跡地含む）に対し、エコープラザ面積は約 500㎡ 

  わずか３％弱であるエコープラザの継続利用は公有地の有効活用の面から課題あり 

○ 現在のエコープラザ運営経費は年間約 2,700万円（光熱水費・大きな修繕費は含まず） 

うち、展示提供事業経費は年間約 1,300万円（約 1,500点/年、約 8,500円/点） 

○ エコープラザの代替地として、機能移転できる公共施設なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．エコープラザの役割 

○ エコープラザでは、廃棄物の減量、再資源化、再生利用に係る情報の提供、講座・講演会の 

開催、不用品交換会等の開催、廃棄物の再生・展示・提供などの事業を実施 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策体系は、新潟市一般廃棄物処理基本計画などから一部抜粋

4.1.3 リユースの推進

4.3.1 情報提供の充実

ごみ分別百科

地域向け出前講座

サイチョプレス発行 ごみ分別アプリ

ＡＩチャットボット

ホームページ

YOUTUBE動画公開

4.3.2 環境教育の推進

大学や専門学校

との連携強化
各種イベント出展

未就学児や小学生向け

出前授業

地域向け出前講座
施設見学

（新田・亀田・鎧潟等）

4.2.1 リサイクルの推進

4.2.3 資源物排出機会の提供

集団資源回収の支援資源物の拠点回収

フリーマーケットリサイクル品提供

図書・DVD貸出エコープラザ通信発行

ホームページ

缶処理施設見学

環境啓発講座・講習会

こどもエコ絵画展 施設貸出

段ﾎﾞｰﾙｺﾝﾎﾟｽﾄ販売資源物の拠点回収

エコープラザ

環境フェスティバル

（古紙：市内14か所、ベット：128か所） （市内14か所）

段ﾎﾞｰﾙｺﾝﾎﾟｽﾄの普及啓発

ごみカレンダー

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

旧 東処理センター跡地 

エコープラザ 
（啓発施設） 

約 500㎡ 

資源再生センター 

敷地面積 

約 20,000㎡ 缶処理施設 

新潟県第一貯木場 

■ 一般廃棄物処理基本計画に照らして、エコープラザ実施事業を分類・比較したところ、 

  施設廃止した場合、「リユースの推進」に係る事業に乏しく、今後の方向性検討が必要 

新潟市一般廃棄物処理基本計画（抜粋） 

 （１） 施設の現状と役割 エコープラザのあり方について 資料２－１ 


